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。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
世
界
最
大
の
湿
地
帯
（
日
本
の
本
州
と
同
じ
大
き
さ
）
で

パ
ラ
グ
ア
イ
川
上
流
に
位
置
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
、
ボ
リ
ビ
ア
に
て
雨
量
が
多
く
な

る
と
川
下
に
あ
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
湿
地
帯
は
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
岸
を
超
え
て
平

地
に
溢
れ
、
洪
水
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

湿
地
帯
は
高
低
差
が
少
な
い
た
め
、
洪
水
と
言
っ
て
も
徐
々
に
水
が
増
え
、

湿
地
帯
の
低
い
部
分
に
水
が
た
ま
り
ま
す
。
レ
ダ
地
域
に
お
い
て
も
一
〇
年
に

一
度
、
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
私
達
が
開
拓
を
十
一
年
前
に
初
め
て

よ
り
、
今
ま
で
洪
水
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
洪
水
対
策
の
た

め
、
殆
ん
ど
全
て
の
建
造
物
は
高
床
式
に
建
造
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
数
年

前
に
レ
ダ
の
基
地
周
辺
に
土
手
も
作
り
ま
し
た
。

三
十
年
近
く
前
の
洪
水
は
パ
ラ
グ
ア
イ
川
の
土
手
を
超
え
、
パ
ラ
グ
ア
イ
川

か
ら
七
ｋ
ｍ
ま
で
水
が
入
り
ま
し
た
。
川
近
く
は
二
ｍ
ま
で
水
没
し
、
多
く
の

被
害
が
で
ま
し
た
。
今
年
は
川
の
水
が
前
年
以
上
に
増
加
し
、
洪
水
に
な
る
危

険
水
域
近
く
に
な
っ
て
お
り
こ
れ
か
ら
も
水
か
さ
が
増
え
て
来
ま
す
の
で
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

被
害
を
少
な
く
す
る
た
め
、
牛
、
豚
、
ヒ
ツ
ジ
な
ど
を
奥
地
に
移
動
し
、
機

械
類
も
水
に
浸
る
こ
と
が
な
い
よ
う
場
所
を
移
動
す
る
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

洪
水
に
な
れ
ば
、
車
が
移
動
出
来
ず
、
飛
行
機

も
着
陸
で
き
な
い
た
め
、
移
動
は
全
て
船
に
頼

る
以
外
に
無
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
高
低

差
が
少
な
い
た
め
、
一
度
、
洪
水
に
な
る

と
水
が
引
く
ま
で
数
カ
月
を
要
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
今
日
ま
で
こ
の
地
方
に

生
活
し
て
来
た
イ
ン
デ
ィ
ヒ
ナ
の
人
々

は
長
い
期
間
、
自
然
と
闘
い
、
共
生
し

て
来
ま
し
た
。
私
達
、
南
北
米
福
地
開

発
協
会
の
指
導
員
も
こ
の
度
の
経
験
を

通
し
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
自
然
を

破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
人
間
と
自
然
が

共
生
で
き
る
道
を
探
す
素
晴
ら
し
い
体

験
に
成
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

既
に
川
の
水
か
さ
の
増
加
と
と
も
に
レ

ダ
近
く
に
カ
ピ
バ
ラ
の
家
族
を
見
る
機
会
も

多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

パラグアイ川の水位が上昇し、レダ開拓地洪水の危険性（４月）

写真撮影 飯野氏（２０１１年３月末）



レ
ダ
か
ら
の
報
告
（
三
月
二
十
四
日

飯
野
記
）

①
水
位
上
昇
急
速
！

川
の
水
位
が
急
速
に
上
が
っ
て
、
今
や
土
盛
り
し
た
土
手
下
に
達
し
て
い
ま
す
。
土

盛
り
し
て
い
な
い
所
に
は
、
ど
ん
ど
ん
水
が
入
っ
て
来
て
い
ま
す
。
後
５
０
ｃ
ｍ
上
昇

す
る
と
危
険
水
位
に
な
り
ま
す
。
奥
地
に
行
く
道
路
も
途
中
水
没
す
る
可
能
性
が
出
て

来
ま
し
た
。
既
に
百
ｈ
の
開
墾
地
に
は
、
水
没
し
て
行
く
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
第
１
号

～
４
号
の
魚
養
殖
の
池
も
水
が
入
っ
て
来
る
危
険
性
が
出
て
来
て
い
ま
す
。

②

草
刈
り
が
進
む

ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
基
地
内
の
草
刈
り
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。

四
十
日
の
長
雨
の
為
、
至
る
所
が
ぬ
か
っ
て
い
て
、
草
刈
り
が
出
来
ず
雑
草
雑
木
が
延

び
放
題
と
な
り
、
酷
い
所
は
私
の
腰
ま
で
来
る
ほ
ど
の
高
さ
に
延
び
て
い
て
、
蚊
の
大

量
発
生
の
原
因
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

基
地
内
の
庭
や
道
路
、
果
樹
園
な
ど
が
草
刈
り
さ
れ
、
ス
ッ
キ
リ
し
て
来
ま
し
た
が
、

今
や
第
一
植
樹
園
内
の
草
刈
り
も
始
ま
り
ま
し
た
。

蚊
の
大
群
も
何
処
か
に
消
え
去
り
、
蚊
の
攻
撃
も
昨
日
あ
た
り
か
ら
グ
ッ
と
穏
や
か
に

な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
暑
さ
も
三
十
℃
前
後
に
な
り
、
少
し
ず
つ
あ
の
蒸
し
暑
さ
か
ら

解
放
さ
れ
て
来
始
め
、
良
い
季
節
が
や
っ
て
来
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

③
農
業
、
養
殖
関
係
の
作
業
場
つ
く
り

第
一
旧
館
内
で
、
農
業
関
係
や
釣
り
関
係
の
作
業
を
す
る
と
、
余
り
に
も
泥
が
持
ち
込

ま
れ
汚
れ
す
ぎ
る
為
、
宿
舎
と
作
業
場
を
分
け
る
こ
と
が
長
ら
く
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
農
作
業
場
の
納
屋
を
作
る
こ
と
も
数
年
前
か
ら
の
懸
案
で
し
た
が
、
予
算
も
か
か

る
こ
と
な
の
で
、
当
面
建
設
中
の
ビ
ル
一
階
と
、
工
具
管
理
倉
庫
を
活
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
前
に
大
倉
庫
の
機
材
置
き
場
を
整
理
整
頓
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

中
田
所
長
、
大
山
組
み
で
数
日
か
け
て
片
付
け
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
数
年
間
放
置

し
た
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
毒
蛇
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
材
木
な
ど
の
下
に
い
た

り
、
熊
蜂
が
出
て
き
た
り
、
作
業
の
危
険
性
は
、
日
本
な
ど
の
通
常
の
作
業
現
場
以
上

の
出
来
事
が
常
に
起
こ
り
ま
す
。
汗
を
流
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

④

奥
地
レ
テ
ロ
の
と
こ
ろ
に
、
先
週
買
っ
て
来
た
山
羊
二
五
匹
の
簡
単
な
小
屋
を
作

る
為
、
佐
野
さ
ん
達
牧
畜
関
係
者
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
第
四
の
橋
の
近
く

に
実
験
的
に
牧
草
の
種
を
蒔
い
て
育
て
る
た
め
の
場
所
造
り
が
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
組
み
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
ヤ
シ
の
木
を
切
り
倒
し
、
雑
木
、
草
を
刈
り
、
一
ｈ
ほ
ど
の
空
間
が

作
ら
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
、
三
日
、
種
を
蒔
き
ま
し
た
。

日
本
の
大
震
災
に
対
し
て
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
様
が
感
動
的
で
す
が
、
私

達
も
負
け
ず
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
上
レ
ダ
近
況
で
す
。

水が岸を超えつつあるパラグアイ川



レ
ダ
の
最
近
の
活
動

第
一
植
樹
園
草
刈
り

敷
地
建
物
の
周
り
だ
け
で
な
く
、

第
一
植
樹
園
に
も
ビ
ク
ト
リ
ー

ノ
さ
ん
が
運
転
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー

が
入
り
、
蚊
、
蜂
と
戦
う
草
刈

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
五
植
樹
園
は
、
長
雨
で
土
地

が
ぬ
か
っ
て
、
対
応
で
き
な
か
っ

た
間
、
蔓
草
が
全
て
を
制
圧
す

る
勢
い
で
す
。
毒
蛇
と
蚊
と
戦

い
な
が
ら
、
蔓
草
取
り
が
展
開

さ
れ
て
い
る
ニ
ー
ム
の
森
。
雑

草
も
伸
び
放
題
で
す
。

豚
小
屋
整
備

豚
ラ
ン
ド
の
周
囲
の
整
備
（
雑

木
を
切
り
、
藪
を
取
り
払
い
、
整
地
し
て
水
は
け
を
良
く
し
、
ラ
ン
ド
入

口
に
新
た
な
ド
ア
を
付
け
）
と
豚
小
屋
ド
ア
の
修
理
な
ど
が
、
中
田
所
長

陣
頭
指
揮
で
大
山
組
と
共
に
二
週
間
が
か
り
で
三
月
下
旬
迄
行
わ
れ
ま
し

た
。

農
作
業
場
＆
倉
庫
作
り

以
前
か
ら
懸
案
の
農
業
部
門
の

作
業
場
及
び
倉
庫
用
に
、
納
屋
作

り
が
願
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
予

算
の
関
係
で
、
当
面
、
建
設
中
の

ビ
ル
の
一
階
事
務
所
に
予
定
し
て

い
る
場
所
に
、
中
田
、
大
山
組
で
、

仮
の
農
作
業
場
及
び
管
理
倉
庫
が

準
備
さ
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
大

倉
庫
の
軽
油
タ
ン
ク
下
及
び
そ
の

周
囲
の
大
片
付
け
が
、
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
現
在
青
木
通
泰
さ
ん
の

代
わ
り
に
、
魚
の
餌
や
り
を
担
当

し
て
い
る
農
業
担
当
の
伊
達
さ
ん

も
大
喜
び
で
す
。

水
位
急
上
昇

先
週
は
五
〇
ｃ
ｍ
前
後
水
位
が

上
が
り
、
急
激
な
上
昇
に
、
今

年
も
洪
水
の
懸
念
が
高
ま
っ
て

来
ま
し
た
。

今
年
の
川
の
水
位
上
昇
は
、
一

月
五
六
ｃ
ｍ
、
二
月
一
四
〇
ｃ

ｍ
、
三
月
は
二
五
日
現
在
一
七

〇
ｃ
ｍ
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
五
〇
～
六
〇
ｃ
ｍ
上
が
る
と
、

各
所
で
道
路
水
没
や
、
水
が
敷

地
内
に
入
り
込
ん
で
来
ま
す
。

通
常
七
月
頃
ま
で
上
昇
し
て
行

く
の
で
、
三
月
下
旬
で
こ
こ
ま

で
上
が
る
と
今
後
を
注
目
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ

州
の
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
、
既
に

家
が
水
に
浸
か
っ
て
洪
水
状
態

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
も

あ
り
、
長
雨
の
影
響
も
充
分
考

え
ら
れ
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
も
三
月
ぐ
ら
い
ま

で
急
上
昇
し
、
緊
張
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
横
ば
い
で
危
機

を
回
避
で
き
ま
し
た
。
冷
静
に

バ
イ
ア
ネ
グ
ラ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の

確
か
な
情
報
を
入
手
し
な
が
ら

対
応
を
検
討
し
て
行
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
洪
水
の
有
っ
た
時
の

水
位
は
、
最
も
緊
張
し
た
二
〇

〇
七
年
の
ピ
ー
ク
時
よ
り
、
一

九
八
二
年
は
二
ｍ
を
越
え
、
最

も
大
き
な
洪
水
で
し
た
。
一
九

九
七
年
で
も
、
一
ｍ
を
越
え
て

洪
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発
協
会

会
員
の
募
集
中

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域

へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動

を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進
し
、
そ
の

地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
通
信
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

第１１回国際協力青年奉仕隊募集

第１１回国際青年奉仕隊募集要綱
●期 間：２０１１年８月２５日（木）～９月１０日（土）

８／２４（水）：オリエンテーション・研修を行います。 ８／２５成田発

後日、参加決定者にスケジュールの詳細を通達。

●活動場所：パンタナール地域：オリンポ市、レダ基地、エステ市近郊

活動内容：オリンポ市農園建設、オリンポ市インディヒナ村植樹と学校修復そしてエステ市近郊植樹

生徒代表等と農場建設及び文化交流、

レダにて奉仕活動、自然探訪、学習会、乗馬、釣り体験、世界遺産訪問

●参加資格：１８歳以上２５歳まで（健康に自信のある男女）

●参加条件 ①小論文（４00字以内）提出

テーマ：「参加の動機及び将来の夢」 提出期限：６月２０日

提出先：南北米福地開発協会（ＦＡＸ・Ｅ ｍａｉｌも可）

②小論文に各紹介者の推薦文を添付すること（希望者は事務局に用紙を要請してください）

● 合格発表：６月２５日 直接該当者に連絡致します。

● 募集人数：８－１０名 ●参加費用：２０万円（ボランティア現地の支援）

成田―アスンシオン往復航空チケット代、海外保険代金、滞在費等、は主催者負担。

（小遣い、家から成田までの往復費用などは個人負担）

●申し込み及び問い合わせ先：南北米福地開発協会事務局 担当：柴沼

ＴＥＬ：0４４－８２９－２８２１ ＦＡＸ：０４４－８２９－２８２０ Email：office@asd-nsa.jp


